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● 大学首脳人事／巻頭言 ●

「幼年期の終わり」
烏帽子会副会長 林 英 之（1回生 福岡大学医学部総合医学研究センター教授眼科）

巻 頭 言

小玉正太烏帽子会会長から、医学部長としての職

務多忙のため、医学部開設当初から福岡大学医学

部の一角にいた最後の一人（林）として、何か書き残

してもらいたいというご要望を受けましたので、僭越

ながら書面を汚させていただきます。

1972年（昭和47年）、18歳で福岡大学の門をく

ぐりました。渡された学生証にはMM720100という

学籍番号が記されていました。それ以後は、所謂ノ

ンポリ学生として茫洋とした学生生活を過ごしまし

た。運動は好きではないし、人付き合いも同様でし

たのでスポーツ同好会などには属さず、好きな本を

読んで過ごし、試験は合格する程度に勉強していま

した。同級生に朔啓二郎という変わった姓を持つ人

物がいるのに気づいたのは、彼が常に成績1位で特

待生に選ばれていたからです。それだけでしたら拍

手して終わりですが、友人を呼んで毎回自宅で祝賀

のガーデンパーティーを開いたという噂を聞いて、彼

は目標を決めて多大な努力をし、そして勝ち得た成

果を知らしめる人であって、どうも自分とはベクトルが

医学部・病院首脳人事
（関係分抜粋・いずれも12月1日）

学 長 永 田 潔 文 （理学部）

副 学 長 則 松 彰 文 （人文学部教学担当）

副 学 長 永 星 浩 一 （商学部財政・学生・情報担当）

副 学 長 山 下 恭 弘 （法学部研究・社会連携・就職・ガバナンス担当）

副 学 長 吉 満 研 吾 （医学部医学・医療・健康担当）

医学部長 小 玉 正 太 （13回生）

大学院研究科長 高 松 泰

福岡大学病院長 三 浦 伸一郎 （11回生）

福岡大学筑紫病院長 河 村 彰 （17回生）

福岡大学西新病院長 山 本 卓 明

大学首脳人事
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違うようなので近づかないほうが良いかと感じていま

した。しかし、当然ながら、あちら様から私が認識さ

れることもなく時間が過ぎました。彼が最終学年ま

で特待生で過ごし、卒業生総代になったことなどは、

実は後になって彼の口からきいて初めて知った次第

です。

私は２年生の時に、誰もなりたがらないクラス委員

を無理矢理押し付けられて出席した全学集会で、左

派学生と運動部系の学生の衝突騒乱に巻き込まれ

てロックダウンされた講堂で過ごし、３年生では法

定伝染病の腸チフスに罹患して旧こども病院跡地の

国立感染症病院に２カ月ほど入院し、６年生では面

白そうなので受験したECFMGに合格したのはいい

が当時の福大医学部が医学部のWHO認定（国際

認証）手続きを忘れていたため合格取り消しになり、

卒業直後には単身で行った卒業旅行の帰路に搭乗し

た大韓航空機が当時のソ連領に迷い入ってソ連空軍

機に打たれて胴体着陸し、自分も重症なのに止血や

ら酸素投与、人工呼吸、心臓マッサージを無免許で

行う羽目になりました。以上まとめると、朔氏は自分

の運命を切り開くべく努力をして令名を得、私はいつ

も巻き込まれて七転八倒して生き延びてきたので

す。

卒業後、彼は第２内科、私は眼科に入局し、私は

何となく卒業生で最初に助教授になり、彼は見事に

同窓生始まって以来の臨床科の主任教授になり多く

の称賛を浴びました。私は、当然知られることもなく

彼の祝いの席にも出ていません。彼は心臓病・動脈

硬化の研究で業績を上げ教室を隆盛に導き、私は、

誰も信じませんが、実はなんでも適当にこなせますの

で恩師に渡された仕事を器用貧乏に処理してきまし

た。

二人の岐路が初めて交わったのは2013年でした。

彼はそれまで８年間４回にわたって病院長や医学

部長選に出馬し続けましたが、彼に欠けた点があると

は思えませんが、福大卒業生初の役職者への壁は厚

いようで、思いが成就することはありませんでした。こ

れが最後と思うので手伝ってほしいと、人づてに頼ま

れました。その人は毒薬かもしれんが、あれ（林）に

任せるしかないなどと言っていたようです、失礼な。

そして福大卒業生初の学部長が誕生しました。私は

何をしたわけではありません。ただ時に、コーヒーに

砂糖でなく塩を加えると玄妙な味が生まれることがあ

るといわれますが、それと同じ混合が生じたのではな

いかと思います。ただ一つ、常に前を、上を見据え

てきた彼の視線が、後ろを、下を、つまり同窓の後輩

を見る時間が増え、かつ優しくなったことは間違いな

いと思います。それに対して同窓生が明るく胸を張る

姿が時に見られるようになったと思います。その先に

は福岡大学卒業生始まって以来の福岡大学学長就

任が待っていましたが、それは延長線上にあっただ

けの物語と思います。

朔君と今は呼びますが、2023年11月末日で福

岡大学を去り、私は2024年3月をもって70歳まで

過ごした大学に別れを告げます。福岡大学医学部

卒業生は朔君をもって半世紀ののちに新しい時代を

切り開きました。これで同窓生の幼年期は終わりを

告げて、のちに続く人 は々青年期に新たな地平を求め

ていただき実り豊かな100周年（2034年）を迎えて

いただきたいのです。幼年期の終わりを感じながら、

さらなる大学の飛躍を私たち二人は共に祈っているの

です。
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● 総会報告 ●

この度、第 42回烏帽子会総

会を開催させていただくことがで

きましたので、ご報告させていた

だきます。総会前日まで嵐のよう

な天気でしたが、当日朝には風も

やみ、会を開催する頃には晴れ

間も見られるほど天気が回復して

おりました。

今回の総会では例年通り、総会に引き続き、研究奨

励賞（医師・歯科医師）、FU-OMSAの表彰（医学部生

10名）を行いました。また3年間コロナ感染拡大により

続いていた活動自粛が緩和され、今年の大会で優秀な

成績を残した水泳愛好会3名に対する烏帽子会表彰も

行いました。引き続き、隣の部屋に会場を移し、福岡大

学同窓会有信会理事長川畑懿子様、福岡大学医学部

長小玉正太先生、福岡大学学長朔啓二郎先生よりご

挨拶を賜りました。川畑様からは、医学部創立50周年

と医学部出身初の朔学長就任についてお喜びのご挨拶

をいただきました。小玉医学部長からは、久 の々完全対

面形式での総会開催へのお喜びの言葉に加え、朔学長

への新本館新設に対する目録の授与をいただきました。

朔学長からは、我々事務局への労いの声をいただき、ま

た「躍進する福岡大学」というスローガンを掲げ、職員一

丸となり改革を進めておられ、その進捗状況についてお

話しいただきました。

今回は4年ぶりとなる懇親会も開催することができ、

乾杯後に食事をとりながらの歓談を行い、また途中で

26回生の講演も行いました。消化器外科の塩飽洋生

先生から「内視鏡治療のこれまで、そして、これから｣と

いう演題名で、そして私からは、｢パーキンソン病の治

療は、薬剤と外科治療だけではございません｣という演

題名で、それぞれの専門分野の最新知見についてお話

をさせていただきました。

今回の総会のテーマは「再会」とさせていただいてお

りました。新型コロナウィルス感染拡大の影響で、ウェ

ブ会議の普及や遠隔診療など離れていてもスムーズに

コミュニケーションができる、便利な世の中になってき

ている中、面と向かってだからこそ実現できること、味わ

える感動があると考え、多くの方 に々会への現地参加を

呼びかけさせていただきました。その結果、まだコロナ

感染が落ち着かない状況にもかかわらず、100名以上

の方 に々ご参加いただき、再会の喜びを分かち合うこと

ができました。

今回の総会が滞りなく開催できましたのも、同窓会の

先生方の温かいご支援のおかげと思っております。この

場をお借りし、厚く御礼申し上げます。今後もご指導ご

鞭撻のほど、よろしくお願い申し上げます。

第42回烏帽子会総会報告
第42回烏帽子会総会理事 藤 岡 伸 助（26回生）

総会報告

26回生集合写真
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● 総会報告 ●

川畑懿子有信会理事長ご挨拶 懇親会雰囲気

烏帽子会より新病院建設お祝いの授与 朔啓二郎学長ご挨拶

26回生塩飽洋生先生講演 26回生藤岡伸助先生講演

27回生への幹事引き継ぎ 26回生の先生方ありがとうございました。／27回生の先生方よろしくお願いします。

27回生ご挨拶 26回生ご挨拶と一本〆
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● 研究奨励賞 ●

令和5年度研究奨励賞選考報告
選考委員長 坂 田 俊 文（10回生）

研究奨励賞

本年度は15件の応募

があり、基礎研究2編、

臨床研究13編、インパ

クトファクターは1.8から

6.6の範囲で、内容も質

の高い論文が多く集まり

ました。23名の審査員

の採点合計などをふまえ、さまざまな視点で検討し

た結果、最終的に6名が選出されました。基礎研究

2編、臨床研究4編で、インパクトファクターのトップ

5が含まれていました。論文の価値をインパクトファ

クターだけで評価する事はできませんが、今回の審

査では内容の魅力がそのままインパクトファクターに

表われていたと感じました。この中で最優秀賞を獲

得した論文は基礎研究で、多くの審査員の支持を得ま

した。受賞者の皆様が今後も研究活動を継続され、

素晴らしい業績を残されることを期待しております。

さて、これから研究奨励賞に応募される研究者に

お伝えしておきたいのは、論文要旨の大切さです。

この論文要旨は論文冒頭のサマリーとは異なり、専門

領域外の審査員に研究の価値をアピールする大切な

文書です。結果よりも研究の意義について明解かつ

魅力的に紹介していただけると、審査員の専門性に

よるバイアスを軽減し、望ましい審査を行うことがで

きます。

来年も皆様からの応募をお待ちしております。

左から加藤先生、中尾先生、三嶋先生、小玉会長、眞野先生、藤田先生、青柳先生
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Differentiationofhumanadiposetissue-derived
mesenchymalstromalcellsintosteroidogeniccellsby
adenovirus-mediatedoverexpressionofNR5A1and
implantationintoadrenalinsufficientmice（論文）

福岡大学医学部再生・移植医学/
腎泌尿器外科学 青 柳 力 夫

（正会員36回生）

RateofReturntoWorkAfterPeriacetabularOsteotomy
andItsInfluencingFactors（論文）

福岡大学病院整形外科
大学院生 藤 田 潤

（準会員）

InductionofpotassiumchannelregulatorKCNE4ina
submandibularlymphnodemetastasismodel（論文）

福岡大学病院歯科口腔外科
福大助手 眞 野 亮 介

（準会員）

RiskfactorsfordevelopingdyskinesiaamongParkinson's
diseasepatientswithwearing-off:J-FIRST（論文）

福岡大学病院脳神経内科
福大准教授 三 嶋 崇 靖

（正会員31回生）

ImpactofResultsofTTF-1ImmunostainingonEfficacy
ofPlatinum-DoubletChemotherapyinJapanesePatients
withNonsquamousNon-Small-CellLungCancer（論文）

福岡大学病院呼吸器内科
福大助教 中 尾 明

（準会員）

経カテーテル的大動脈弁の術後変化に対するmulti-

imagingmodalityを用いた検討（計画）

福岡大学病院循環器内科
福大講師 加 藤 悠 太

（正会員33回生）

●令和５年度研究奨励賞受賞者名簿●

● 令和5年度 研究奨励賞受賞者名簿／令和5年度 受賞論文抄録 ●

Differentiationofhumanadiposetissue-derived
mesenchymalstromalcellsintosteroidogeniccells
byadenovirus-mediatedoverexpressionofNR5A1
andimplantationintoadrenalinsufficientmice（論文）

福岡大学医学部再生・移植医学/腎泌尿器外科学福大大学院生 青 柳 力 夫（36回生）

令和 5年度 受賞論文抄録

【背景・目的】

原発性副腎不全に対する細胞治

療は、生理的なステロイド補充療

法として、開発が期待されている。

今回我 は々、細胞移植治療におけ

るヒト脂肪組織由来間葉系細胞の

細胞ソースとしての有用性を、副

腎不全モデルマウスを用いて検討した。

【方法】

ヒト脂肪組織由来間葉系細胞に、副腎の発生・分化及

びステロイド合成のマスターレギュレーターである

NR5A1を遺伝子導入し、ステロイド産生細胞に分化さ

せた。Invitroで、ACTHとangiotensinIIの応答性

を確認した。Invivoでは、両側副腎を切除した副腎不

全モデルマウスに、NR5A1誘導性ステロイド産生細胞

を腎被膜下に移植し、移植によるステロイド補充効果を

検討した。

【結果】

NR5A1により分化誘導されたステロイド産生細胞は、

副腎と性腺ステロイドを産生し、ACTHとangiotensin

IIに対する応答性を示した。また、NR5A1誘導性ステ

ロイド産生細胞の移植により、副腎不全モデルマウスの

生存期間が有意に延長した。

【結論】

ヒト脂肪組織由来間葉系細胞は、原発性副腎不全にお

ける細胞治療の材料として期待される。
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● 令和５年度 受賞論文抄録 ●

RateofReturntoWorkAfterPeriacetabular
OsteotomyandItsInfluencingFactors（論文）

福岡大学病院整形外科 藤 田 潤（準会員）

【背景】

発育性股関節形成不全(以下

DDH)による股関節症状は活動に

制限をきたし得る。寛骨臼周囲

骨切術(以下PAO)はDDHの治

療の選択肢の１つであり、多くの

良好な成績が報告されている。し

かしPAO後の復職についての報

告は渉猟しうる限り認めない。

【目的】

PAO後の復職状況を調査し、それに影響を与える因子

について評価する事。

【対象と方法】

2015年12月から2020年6月に当院でPAOを行っ

た83例85股を対象とした。

術後１年の時点での復職の可否を調査し、術前後の臨

床評価項目、職種について比較検討した。職種は専門

性、身体的負荷の２つの観点で分類した。

【結果】

術後1年の時点で何らかの職種に復職できたのは68例

70股で全体の82.4%であった。術前と同じ職種に戻れ

たのは63例65股であった。術後1年の時点で股関節

の症状が原因で復職できなかったのは8例8股であっ

た。復職できた症例とできなかった症例の間で臨床評

価項目、職種に差は認めなかった。

【結論】

PAO後1年の時点での復職率は82.4%であった。

InductionofpotassiumchannelregulatorKCNE4
inasubmandibularlymphnodemetastasismodel

（論文）
福岡大学病院歯科口腔外科福大助手 眞 野 亮 介（準会員）

口腔癌患者におけるリンパ節転移

の有無は予後と相関する．所属リ

ンパ節では，転移成立前に転移

前ニッチが形成される．我々は舌

メラノーマの顎下リンパ節（SLN）

転移モデルマウスを確立し，転移

成立前SLNにおける遺伝子発現

の初 期 変 動 解 析を行った．

C57BL/6マウスの舌に同種同系由来のメラノーマ細胞

株B16-F10を移植し，移植後3日目に採取したSLNよ

り抽出したtotalRNAの網羅的解析を行った．採取し

たSLNで発現上昇を認めたカリウムチャネル調節因子

Kcne4に着目し，免疫組織染色でリンパ節内での発現

誘導や局在について解析したところ，KCNE4は転移成

立前SLNで増加しており，リンパ管マーカーPodoplanin

陽性領域での共発現が観察された．さらに腫瘍抑制性

に働く電位依存性カリウムチャネルKCNQ1も共発現し

ていることを確認した．また，初代培養リンパ管内皮細

胞を用いて，siRNAまたは発現ベクターによるKCNE4

発現調整が転移関連ケモカインや細胞接着因子の発

現量に及ぼ す影響をqRT-PCRにて解析した．

KCNE4過剰発現リンパ内皮細胞では，ケモカイン

Ccl17やマトリクスメタロプロテアーゼMmp3の発現が

増加し，接着因子であるFn1は減少する一方，

KCNE4発現抑制によりMmp3は減少し，Fn1は増加

した．舌メラノーマにおいて転移成立前の初期段階で

KCNE4がSLNのリンパ管内皮に発現誘導し，転移前

ニッチが形成されていることが示唆された．
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Riskfactorsfordevelopingdyskinesiaamong
Parkinson'sdiseasepatientswithwearing-off:

J-FIRST（論文）
福岡大学病院脳神経内科福大准教授 三 嶋 崇 靖（31回生）

【目的】パーキンソン病（PD）患者

において、レボドパによる長期治療

中にジスキネジアは高頻度でみら

れ、QOLに影響を及ぼす。ウェア

リングオフ現象を呈するPD患者

において、ジスキネジア発現のリス

ク因子を検討した研究は、ほとん

どない。今回、ウェアリングオフ現象を呈するPD患者

におけるジスキネジア発現のリスク因子とその影響につ

いて検討した。

【方法】ウェアリングオフ現象を呈する日本人PD患者を

対象とした1年間の観察研究（J-FIRST）において、ジ

スキネジア発現のリスク因子とその影響について検討し

た。リスク因子は、試験開始時にジスキネジアを認めな

い患者を対象に評価した。PDの非運動症状の評価尺

度であるMDS-UPDRSPartIおよびPDのQOLの質

問票スコアであるPDQ-8を用い、ジスキネジア発現前

からの変化に対するジスキネジアの影響について評価し

た。

【結果】女性およびドパミンアゴニスト、COMT阻害薬ま

たはゾニサミドの投与は、ジスキネジア発現の独立した

リスク因子であった。MDS-UPDRSPartIおよび

PDQ-8スコアは、ジスキネジア発現後に有意に増加し

た。

【結論】ウェアリングオフ現象を呈するPD患者におい

て、女性、ドパミンアゴニスト、COMT阻害薬、ゾニサ

ミド投与は1年以内のジスキネジア発現のリスク因子で

ある。また、ジスキネジア発現により非運動症状および

QOLが悪化することが明らかになった。

ImpactofResultsofTTF-1ImmunostainingonEfficacy
ofPlatinum-DoubletChemotherapyinJapanesePatients
withNonsquamousNon-Small-CellLungCancer（論文）

福岡大学病院呼吸器内科福大助教 中 尾 明（準会員）

現在の非扁平上皮非小細胞肺

癌(Non-Sq-NSCLC)の初回治療

は免疫チェックポイント阻害薬と

細胞障害性抗がん剤の併用が主

流となったが、現在5つ以上の治

療レジメンが既に本邦で承認され

ており、その使い分けについての

コンセンサスがは形成されていな

い。

中でもNon-Sq-NSCLCにおけるKeyDrugとされる

Pemetrexed(PEM)は、近年病理組織検体のTTF-1免

疫染色の結果によりその効果が異なる可能性が報告さ

れている。しかし本邦からの報告はなく、欧米人とアジ

ア人では肺癌の遺伝子変異の頻度が大きく異なること

が知られていることから、本邦の症例でも同様の傾向が

示されるか検証が必要と考えた。

当科でこの12年間にプラチナ併用化学療法を実施

したNon-Sq-NSCLC症例のうちTTF-1免疫染色が実

施された145症例について、①TTF-1が陽性か陰性

か、②抗がん剤がPEMかそれ以外か、で4群に分け

解析を行った。

結果、全生存期間においてTTF-1陽性症例では

PEMを含むレジメンを使用することでTTF-1陰性症例

に比べ有意に延長する（32.1ヶ月vs10.6ヶ月，

p<0.001）ことが示された。一方でTTF-1陰性症例は

薬剤によらず全てのレジメンで治療効果が低い傾向も

示された。

結論として、アジア人症例でもTTF-1免疫染色の結

果によりPEMの効果予測ができることを確認した。一

方で、今後予後不良なTTF-1陰性症例への最適な治

療戦略を検討して行く必要性が確認された。

● 令和５年度 受賞論文抄録 ●
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● 令和５年度 受賞論文抄録／研究奨励賞募集要項 ●

経カテーテル的大動脈弁の術後変化に対する
multi-imagingmodalityを用いた検討（計画）

福岡大学病院循環器内科福大講師 加 藤 悠 太（33回生）

福岡大学病院循環器内科の加

藤悠太と申します。この度は、こ

のような栄誉ある賞を頂き、心より

御礼申し上げます。

当院では2021年より大動脈弁

狭窄症に対してのカテーテル治

療である、経カテーテル的大動脈

弁留置術（TAVR）を開始しまし

た。TAVRではバルーン拡張型人工弁（BEV）と自己

拡張型人工弁（SEV）のいずれかを用いて治療します。

先行研究の報告では、TAVR後1年経過すると、BEV

は留置後縮小傾向、SEVは拡張傾向に変化するとされ

ていますが、亜急性期にCTで人工弁の変化を報告し

た研究は乏しいです。TAVR弁の縮小・拡張は、弁口

面積・人工弁機能、さらには人工弁耐久性と関与するた

め、人工弁留置後の変化に関連する因子を特定するこ

とは意義のあることと考えています。

本研究を通じて、実臨床に貢献出来るよう今後も研

究を深めていきたいと思います。

禍

花

稼

苛

禾禾禾禾禾禾禾禾禾禾禾禾禾禾禾禾禾禾禾禾禾禾禾禾禾禾禾禾禾禾禾禾禾禾禾禾禾禾禾禾禾
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令和６年度 福岡大学医学部同窓会烏帽子会

研究奨励賞募集要項
対 象：正会員及び準会員で、40才未満の者または学部卒業後10年未満の者

（本会会費完納を条件とする）
研究課題：医学に関するものであれば自由（医学に関する研究計画又は研究論文）
申請方法：所定の申請書による（所定欄に支部長推薦を要す）
提 出 先：〒814-0180 福岡市城南区七隈7-45-1 福岡大学医学部同窓会事務局

TEL092-865-6353（直通） 代表092-801-1011／内線3032 Fax092-865-9484
締 切：令和6年５月7日（火）提出は一人一件とする
賞状・賞金：奨励賞（優秀論文賞を含む）５件以内
発表及び表彰：令和6年7月6日（土）予定、第43回同窓会総会席上 必ず出席する事
そ の 他：①論文受賞者は抄録を提出すること

計画受賞者は1年後研究成果報告書を提出する事
②申請書は同窓会事務局に請求又は同窓会ホームページからダウンロードの事
③申請書はワープロで記載し、過去の研究業績（原著、著書、症例報告、学会発表）、
研究の独創性・重要性を十分に書く事

※準会員の方もご応募ください。
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● 総会報告（受賞者） ●
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● 総会報告（受賞者）／FU-OMSA賞状・タイバー授与 ●

令和 5年 7月 2日総会にて賞状と名前が印刷されたタイバーの授与を行いました。

整形外科学 山本卓明主任教授と 歯科口腔外科学 近藤誠二主任教授と

再生･移植医学 小玉正太主任教授と
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● FU-OMSA賞状・タイバー授与 ●
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● FU-OMSA賞状・タイバー授与 ●
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● 烏帽子会賞賞状授与 ●

第62回九州山口医科学生体育大会男子50Mバタフライ 100M
自由形優勝

瀬 口 絢 士3年生

第62回九州山口医科学生体育大会女子50M平泳ぎ2位 100M
平泳ぎ優勝

野 﨑 亜 衣2年生

第62回九州山口医科学生体育大会男子100M個人メドレー 優勝靏 直 哉2年生

西日本医科学生総合体育大会代替試合 男子50Mバタフライ 優勝瀬 口 絢 士3年生

西日本医科学生総合体育大会代替試合男子50M背泳ぎ 3位靏 直 哉2年生

烏帽子会賞賞状授与

烏帽子会賞賞状授与
コロナ感染症のため3年間中止されていた、九州山口医科学生体育大会、西日本医科学生総合体育大会

代替試合が開催され、水泳愛好会の方々が優秀な成績を収められましたので、令和5年7月2日総会において

賞状と賞金を授与を行いました。

野崎 亜衣

靏 直哉

瀬口絢士さん欠席のため代わりに、同じ水泳愛好会の松本崇佑さん、田原秀暁さんが受けてくれました。

水泳愛好会現顧問の三浦伸一郎教授、前水泳愛好会顧問の朔啓二郎教授と一緒に記念撮影
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● 令和4年度 評議員会 ●

令和4年度評議員会

◆日時 令和5年4月22日16時

◆場所 TKPガーデンシティー

PREMIUM天神スカイホール

◆出席 理事監事20名、評議員24名（支部長5名）、

支部長3名、委任状60名

◇経過報告
◆黙祷亡くなった先生方を悼み黙祷

◆第117回医師国家試験状況説明

◆令和4年度研究奨励賞受賞者

◇議題1.令和 4年度収入支出決算見込 承認

◇議題2.令和4年度事業報告及び

令和5年度事業計画(案)について

承認
①会報の発行

会報 例年２回春と秋に発行。送付先は正会員、特別

会員、準会員、学生会員とその保護者、各医局、他学

同窓会、医学部、病院、本学の役職者。入学者分冊数

増加だが、予備に50冊あるため実質50冊の増加。

②総会の開催

令和4年度WEB併用開催。会場費、WEB配信設

備、案内費等。令和5年度予算は対面開催の予定だが

WEB併用開催の可能性があり令和4年度と同額。

③支部活動援助

令和4年度講師招聘援助金の申請なし。支部活動援助

金は支部徴収件数分援助。令和5年度予算は令和4年度

と同額。

④研究奨励賞

令和4年度最優秀賞1名、優秀賞4名、奨励賞1名、

激励賞9名授与。令和5年度予算は令和4年度と同額。

⑤在外研修援助金

令和4年度2名援助あり。令和5年度予算は令和4年

度と同額。

⑥学生会員支援

令和4年度M1Tシャツ作成、M4CBT特別講義実施、

FU-OMSAReceptiondinner実施。令和5年度予算は令

和4年度と同額。

※コロナ前はM1、M4、M6の激励会（飲食）を開催し

ていたが、M1は激励会、M4はCBTへの支援、M6は

国試応援袋等の支援へ変更となった。

⑦白衣贈与

令和4年度M1白衣、M5白衣作成。令和5年度予算

は令和4年度と同額。

⑧国試対策費

令和4年度国試直前セミナー、国試応援袋実施。令和

5年度予算は令和4年度と同額。

⑨支部祝儀贈与

令和4年度実施なし。令和5年度予算は令和4年度と

同額。

⑩学生行事援助

令和4年度実施なし。令和5年度予算は令和4年度と

同額。

⑪学会寄付

令和4年度6件の申請あり。令和5年度予算は令和4

年度と同額。

⑫慶弔贈与

令和4年度2名の新教授誕生、卒業生1名の弔事あ

り。令和5年度予算は令和4年度と同額。

⑬グッズ作製

令和4年度作成なし。令和5年度予算計上なし。

⑭会員名簿

令和4年度評議員会



18烏帽子会会報2023年秋号

● 評議員会／在外研修援助金 募集要項 ●

令和4年度名簿第12号の調査費用。令和5年度名簿

作成。

⑮パニックマニュアルの発行

令和4年度パニックマニュアル薬剤版ホームページ設置

費用。令和5年度計上なし。

⑯奨学金緊急貸与

令和4年度申請なし。令和5年度予算計上なし。

⑰縁結び

令和4年度縁結び案内申込書、ドメイン料。令和5年

度予算は令和4度と同額

⑱保険コンサルティング紹介

令和4年度事務諸経費なし。令和5年度予算は令和4

年度と同額。

⑲ホームページ

令和4年度WEBサイトサーバー費。令和5年度予算は

令和4年度と同額。

⑳大学院生援助

令和4年度6援助。令和5年度予算は令和年4度と同

額。

蔚学生医学教育貢献者賞

令和4年度3名授与。令和5年度予算は令和4年度と

同額。

◇議題3.令和5年度収入支出予算（案） 承認

◇議題4.縁結び規約について 承認

◇議題5.決算評議員会省略の件 承認

◇議題6.福岡大学医学部同窓会烏帽子会

第42回総会

◇議題7.新教授紹介•ご挨拶

福岡大学医学部総合診療学教授 鍋島 茂樹

（13回生）

福岡大学医学部生命医療倫理学教授 今泉 聡

（25回生）

禍

花

稼

苛

禾禾禾禾禾禾禾禾禾禾禾禾禾禾禾禾禾禾禾禾禾禾禾禾禾禾禾禾禾禾禾禾禾禾禾禾禾禾禾禾禾

禾禾禾禾禾禾禾禾禾禾禾禾禾禾禾禾禾禾禾禾禾禾禾禾禾禾禾禾禾禾禾禾禾禾禾禾禾禾禾禾禾

箇
箇
箇
箇
箇
箇
箇
箇
箇
箇
箇
箇
箇
箇
箇
箇
箇
箇
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箇
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箇
箇
箇
箇
箇
箇
箇
箇
箇
箇
箇
箇
箇
箇
箇
箇
箇
箇
箇
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箇

福岡大学医学部同窓会烏帽子会

在外研修援助金 募集要項
長期研修
対 象：正会員、準会員（本会会費完納を条件とする）で医学の研究または医療技術の習得のため、

３ヶ月以上外国に留学する者
申請方法：所定の申請書により留学出発３ヶ月前までに提出の事
提 出 先：〒814-0180 福岡市城南区七隈7-45-1

福岡大学医学部同窓会事務局
ＴＥＬ092-865-6353（直通） 代表092-801-1011／内線3032
ＦＡＸ092-865-9484

援 助 金：１件20万円を限度とし、年間5件以内
発 表：本人に文書にて連絡
そ の 他：①受給者は帰国後その成果を同窓会会報に発表する事

②申請書は同窓会事務局に請求又は烏帽子会ホームページからダウンロードの事
③研修中に生じた問題については同窓会は関与しない

※なお在外研究援助金をうけ留学している者は、出来る限り学生会員海外研修助成事業に賛同し、
渡航研修する受け入れ側施設担当者として、協力する事が望ましい。
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● 支部だより ●

筑後支部便り
筑後支部長 宿 里 芳 孝（10回生 医療法人宿正会 宿里医院院長）

5類感染症になったとはいえ未だコロナ禍ではあり

ますが、令和5年6月17日（土曜日）に私が筑後支

部長になって初めての対面での支部総会を開催する

ことができました。3年ぶりの対面での支部総会なの

で、参加者は少ないのではないかと危惧しておりまし

たが、多くの会員に参加していただきました。そし

て、講演会には、前支部長の浅倉敏明先生（8回生

浅倉整形外科医院理事長）が熱望されていた福岡

大学筑紫病院整形外科教授で、元病院長の柴田陽

三先生（4回生）をお招きすることができました。そ

れはそれはわかりやすく、私にも肩関節腱板断裂を

診察だけで診断できるかも？と思えるご講演で、在学

中の学生はなんと恵まれていることかと思いました

（ただ私の場合、舩津（旧姓 永光）春美先生（10回

生 舩津医院院長）から、あれだけ出席せずによく進

級できたよねと褒められたくらいで…‥‥）。そして、

懇親会では柴田教授と同級の蓮尾春高先生（小郡聖

和記念病院院長）や松行眞門先生（まつゆき小児科

医院理事長）および福大整形外科同門の会員の先生

方の嬉しそうな、懐かしそうな様子を見ることができ

ました。対面での総会開催ができて本当に良かった

と思いました。そして、久しぶりにお会いした先輩や

後輩の元気な姿が、とても嬉しく、心地よい気持ちに

させてくれました。

またご多忙の中、小玉正太烏帽子会会長（13回

生 医学部長）にも来ていただきました。実は、支部

役員会で小玉会長に支部総会出席のご案内は私が

すると言ったことを失念し、支部総会開催日の4日前

に出席依頼をするといった不手際があったにもかかわ

らず快く（慌てて？？）出席していただき、新病院、校

舎建設等につき説明していただきました。誠にありが

とうございました。

ところで、令和4年度まで対面での支部総会を開

催することができずにいたにもかかわらず、本部年会

費支部徴収は100％が維持され、さらに支部年会費

も沢山の会員から納入していただいておりますことを

深謝いたしますとともに心より御礼申し上げます。

最後に、亡くなられました甲斐保先生（2回生）、木

附久雄先生（3回生）、大塩善幸先生（4回生）のご冥

福をお祈りいたします。

支部だより
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● 支部だより ●

佐世保支部

令和5年10月16日月曜日、ホテルオークラハウ

ステンボスにて佐世保支部総会が開催され、小玉が

出席いたしました。大変お世話になった前支部長の

久保次郎先生を偲んでお話いたしました。当日は奥

様も5名程参加されていました。

福岡大学の現在、未来についても少しお話をさせ

ていただき、その後支部の先生方と交流させていた

だきました。

支部総会出席報告
烏帽子会会長 小 玉 正 太（13回生 福岡大学医学部再生・移植医学教授医学部長）

佐賀支部

令和5年11月4日土曜日、ホテルニューオータ

ニ佐賀にて、佐賀支部総会及び懇親会が開催され、

小玉、武末副会長、佐賀支部長と同級生の川浪理

事3名で出席いたしました。

私が、以前移転前の佐賀県立好生館(現佐賀県

医療センター好生館)に勤務していた事がありその時

の思い出話や、地域医療の問題、佐賀県内の勤務医

の会員動向を本部事務局と連携することなど再確認

しました。

懇親会風景 二人は同級生（小玉会長、楠本先生）

集合写真
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● 全国会報告 ●

第31回全国私立医科大学同窓会連絡会全国会のご報告
烏帽子会理事 北 島 研（21回生）

新型コロナウイルス感染症拡大のため延期になっ

ていた全国会が約3年半ぶり、令和5年11月25

日土曜日17時より東京都千代田区の帝国ホテルで

開催されました。全国29私立大学より125名の参

加がありました。総会では、主幹校である獨協医科

大学同窓会会長の千木良真保先生のご挨拶の後、

獨協学園の理事長で、日本医師会副会長の猪口 雄

二先生が2024年からの医療体制をテーマに基調講

演されました。続いて東部会と西部会からの報告、

事前に集められた同窓会活動に関するアンケート結

果の報告がそれぞれあり、次回主幹校の北里大学医

学部同窓会会長の永岡隆先生からのご挨拶の後、

総会は終了しました。

続いて懇親会会場へ移動し、獨協医大の千木良

会長のピアノ伴奏で、校歌斉唱の後、乾杯、宴席が

始まりました。食事を頂きながら、各同窓会が紹介

され、登壇された先生方より同窓会の様々な現状を

聞くことができました。創立80年の東京慈恵会医科

大学、100年の東邦大学、150年の日本医科大学と

伝統のある同窓会や、川崎医科大学では平成15年

卒の理事が参加したり、聖マリアンナ医科大学では

同窓会賞受賞歴のある卒業したばかりの初期研修医

も会場に呼んだりと、若手医師の同窓会への積極的

な呼びかけも工夫をされている同窓会もありました。

広報活動については、東京慈恵会医科大学が毎月

新聞形式、自治医科大学が年4回会報形式で行っ

ており、昭和大学は過去の卒業アルバムや卒業生名

簿の電子化に取り組んでおられました。

烏帽子会からは、会長の小玉正太先生(13回生）

と理事の川浪大治先生(21回生）が翌日の医学部推

薦入試の面接で先に帰られたため、副会長の林英

之先生(1回生）が名誉会長の朔啓二郎先生(1回

生）をご紹介され、学長として新病院建設など福岡

大学の現状をご説明頂きました。副会長の竹下 盛

重先生(3回生）と武末佳子先生(11回生）、和田秀

一先生(13回生）、理事の北島研(21回生）も共に登

壇致しました（写真）。

最後には、来年度主幹校である北里大学医学部

同窓会より令和6年11月30日に神奈川県箱根町で

全国会が開催されることが発表され、懇親会が終了

となりました。

今後とも、全国会、西部会を私立医科大学同窓会

が抱える問題や情報を共有し解決の糸口となる場と

して活用していきたいと考えております。

全国会報告
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新入生歓迎会
福岡大学医学部再生･移植医学教授 小 玉 正 太（13回生）

本年５月１１日、ホテルニューオータニ博多に

おいて新入生歓迎会を行いました。コロナ感染症拡

大防止のため中止しておりましたが、3年ぶりの開催

となりました。当日は、クラス担任、事務課職員の

方々、OBOGにご参加いただき、総勢142名による

祝宴となりました。初めに、学部長であり、同窓会会

長でもある小玉より同窓会についての説明があり、そ

の後担任、事務課の方々、学生もステージに上がり全

員参加の会を計画いたしました。

● 学生会員支援報告 ●

学生会員支援報告

会長お話 クラス主担任安永晋一郎教授乾杯

1年生自己紹介

田中事務部長お話 副担任、事務課ご一緒

校 歌

有意義な 6年間でありますように
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● 学生会員支援報告 ●

令和5年度M4CBT激励会の報告
福岡大学病院卒後臨床研修センター 北 島 研（21回生）

2023年7月27日、医学部RI講義棟第2中講

堂にて開催した烏帽子会主催M4CBT激励会のご

報告です。前日には前期の各科試験も終了し、当日

朝からは予備校TECOM講師による第1回CBT対

策特別講義が行われていました。講義終了後、

CBT激励会までの間、M6で経験する「マッチング」

とは何か、卒後臨床研修センターより初期研修の仕

組みを紹介しました。

M4在籍118名中、100名（85%）の参加により、

16時半からは烏帽子会主催のM4CBT激励会開始

となりました。同窓会長の小玉正太医学部長からご

挨拶の後、M5学生4名の講演を頂きました。M5学

生の互選にて佐野 倫さん、野中蒼さん、佐藤大

介さん、津曲勇輝さんの順で、それぞれの経験を基

にCBT対策や勉強法、受験に向けた生活の仕方な

どを語ってくれました。

続いて副主担任の1班薬理学岩本隆宏先生、班

担任の3班総合診療学鍋島茂樹先生、7班眼科

原田一宏先生、8班産婦人科倉員正光先生、9

班手術部重松研二先生から直接激励の言葉を頂

き、当日参加が叶わなかった担任の先生からは予め

頂いていたメッセージを紹介しました。

最後にM4の福溝和馬さんから学生代表としてお

礼の挨拶を頂き、今年度のCBT激励会は終了となり

ました。

終了後には烏帽子会提供の「吉塚うなぎ屋うな

重」を班担任の先生オリジナルのメッセージカードを

添えて、先生から班員ひとりひとりに声をかけながら

手渡して頂きました。

M4学生は2月からの診療参加型臨床実習（クリニ

カル・クラークシップ：CC）を行うために、「知識」の修

得状況を評価するCBTの他に、「技能」や「態度」を

評価する臨床実習前客観的臨床能力試験（Pre-CC

OSCE）に合格し、studentdoctorの証を保持しなく

てはなりません。福岡大学では11月2日にPre-CC

OSCE、11月21日にCBTが実施されます。

CBTはコンピュータ画面にランダム提示される、

320問の多選択肢択一形式問題です。CBTの問題

難易度を考慮したIRT（項目反応理論）による標準ス

コア396が、全国統一の到達基準とされています。

本学の試験合格基準よりやや低めですが、その分、

試験問題も難化する可能性もあり、各自例年と同様

にしっかりとしたCBT対策が求められます。

またPre-CCOSCEでは受験者が一定時間ごとに

小試験室を回り、患者さんとの面接や、診察の仕方

や手技などの課題を、各試験室に配置されている医

療系大学間共用試験実施評価機構から認定された

評価者の前で次 に々実施していきます。平成17年

からのCBTに続き、今年からはPre-CCOSCEも公

的化され、試験の妥当性・公平性・透明性が確保さ

れるようになり、医学生の医行為が可能となった臨床

実習カリキュラムにも対応できるようになりました。

今年のM4CBT激励会では、1学年上の先輩M5

学生と各班担任の先生から密度の濃い、そして即効

性のあるメッセージをM4学生に届けることができた

と感じています。コロナ禍前までは、ホテルの宴会

形式で行っており、現行の講義室で行うM4CBT激

励会は昨年に続き、2回目となりました。M4学生か

らの激励会終了後アンケートでは、約半数が先輩

M5学生の言葉が印象に残り、約30分の激励会開

催時間満足度はちょうど良いと感じ、CBTに役立つ

情報を得られたと回答していました。CBT成績の向

上に烏帽子会が少しでも力添えすることができるよ

う、これからもCBT激励会の役割を熟慮して参りたい

と思います。

末筆ではございますが、ご参加のM4学生の皆

様、ご発表頂いたM5学生の皆様、お忙しい中、激

励のメッセージや直接会場へ足をお運び頂いた班担

任の先生、臨床実習中のM5学生に激励会参加を快

くご許し頂いた診療科の先生方、会場運営を行って

頂いた医学部事務課の皆様、そしてお弁当の提供を

頂いた烏帽子会の皆様に、心より感謝申し上げます。
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● 学生会員支援報告 ●



25烏帽子会会報2023年秋号

● 学生会員支援報告 ●

同窓会の皆様には、平素より学生への多くのご支

援をいただき、誠にありがとうございます。

医学科1年生は例年9月に早期臨床体験として看

護実習とクリニカル・クラークシップを体験する病棟

実習を行っており、実習前に同窓会からのケーシー

白衣授与式を行っておりました。2020年からは新型

コロナの影響で病棟実習ができない状況が続き、白

衣授与式も年度末の講義の中で行っておりましたが、

今年度は3年ぶりに1年生の病棟実習を再開し、白

衣授与式も実施いたしました。

9月4日の実習開始前に、臨床大講堂において同

窓生教授より臨床実習用の白衣が1年生代表10名

に贈呈されました。全員でいただいたケーシー白衣

に袖を通し、期待と緊張の面持ちで看護実習・クリニ

カル・クラークシップ体験がスタートしました。看護実

習では医療の現場の体験実習を通して患者心理を

理解すること、医療者プロフェッショナリズムを学ぶ

ことを目標としています。課題として多職種インタビ

ューを実施し、チーム医療について学びました。5年

生のStudentDr.に一日同行するクリニカル・クラー

クシップ体験では、臨床実習中の先輩の姿から自己

の将来像を描き、医学生としての自覚を持つことを

期待しております。患者さんと面談し、その前後で脈

拍測定を行うことを課題としており、事前に5年生か

ら指導を受けて練習し、実際に患者さんの脈拍測定

を実施し、1年生から患者さんに触れる貴重な体験を

させていただきました。最終日にはグループワーク

を行い、実習をふり返ってこれからの課題や目標を発

表しました。贈呈いただいたケーシー白衣は今後、2

年生での模擬患者さんとの医療面接、3年生での地

域医療体験実習、4年生での診断学実習・OSCEな

どで統一して大切に着用します。同窓会の皆様から

の医学教育への暖かいご支援に感謝申し上げます。

令和5年度 M1白衣授与式
福岡大学医学部医学教育推進講座教授 安 元 佐 和（７回生）
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● 学生会員支援報告 ●
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● キャンパス便り ●

キャンパス便り

水泳愛好会ご報告
福岡大学医学部水泳愛好会 瀬 口 絢 士（M3）

我々水泳愛好会は月水金の週に三回、本学のプー

ルで活動しています。現在愛好会には男子24名、

女子24名が所属しており、皆練習に熱心に取り組ん

でいます。練習では初級・中級・上級と分かれて練

習メニューをこなしていましたが泳力を考慮して超上

級なるコースをつくり更に個人個人に合った練習がで

きるように工夫しています。

今年行われた第62回九州山口医科学生体育大

会では、瀬口が男子50Mバタフライ．100M自由

形優勝、靏が男子100M個人メドレー優勝。また、

西日本医科学生総合体育大会代替試合では、瀬口

が男子50Mバタフライを大会新記録で優勝、靏が

男子50M背泳ぎ3位という結果を残す事ができまし

た。さらに8月に京都で四年ぶりに開催となった第

75回西日本医科学生総合大会では瀬口が50m自

由形、100m自由形で優勝。50m自由形は大会新

記録での優勝となりました。

水泳は個人競技ですが、皆で声を掛け合い励まし

あったり、頑張って泳いでいる姿を身近でみる事によ

り一人でこなすのは難しい量の練習を諦めることなく

こなせているのだと思います。春休みには合宿があり

普段より厳しい練習を行っています。そのような練習

を一緒に乗り切ることにより学年を問わず団結力を高

められたのではないかと思います。

男子女子ともに今まで以上によい成績を残せるよう

に頑張ってまいりますので、今後とも我々水泳愛好会

を宜しくお願いいたします。
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令和4年10月30日にご逝去された大塩先生（４

回生）のお別れ会をラグビー部OB会の有志一同で

令和５年4月15日(土)に福岡市内の福新楼で開

催しました。発起人は内田敏文先生（４回生、内田

クリニック理事長）と私です。総勢24名が参列し、大

塩さんの奥様加州子先生（９回生）と３人のご子息も

参加されました。会の開催に先立ち大塩さんへの黙

祷を捧げ、その後発起人代表の挨拶を内田先輩か

ら、またご遺族を代表して奥様よりお言葉を頂戴しま

した。大塩さんを偲びながら献杯し、皆で大いに酒

を酌み交わし昔話に花を咲かせました。会の途中バ

ックス、フォワードそれぞれ3人の先輩方より大塩さん

の思い出話をしていただきました。とりわけ普段OB

会には出席されない秋吉恵介先生（７回生 秋吉医

院理事長 快速ウイング）は大塩さんとのお別れの

会ならば参加するとのことで、印象的な話をしてくれ

ました。また後輩を代表して熊本から駆けつけてくれ

た渡邊 健先生（９回生 わたなべ眼科クリニック理

事長 バックスのスーパースター）からもスピーチして

もらいました。

しばらく会食を楽しんだ後、最後にご長男の毅(つ

よし)先生（福大眼科）より、会に対するお礼の挨拶を

いただきました。集合写真の後、私の音頭でラグビ

ー部歌福大節を天国の大塩さんに届くよう全員で声

高らかに歌って会を締めくくりました。

大塩さんは事ラグビーに関しては妥協を許さない

厳しいお方でしたが、グラウンドを離れるといつも明

るく人を笑わせ、多くの友人、後輩が先生を取り囲む

楽しい先輩でありました。

先生とは私が大学１年次に一緒にプレーさせてい

ただきました。バックスプレーヤーとして類い稀なる

運動神経でご活躍されました。卒業後は久留米市

で眼科クリニックを開業されましたが、患者さんは想

像を超える多さで、市内の開業医では最も多い手術

件数を持つクリニックでした。同じ久留米市で開業し

ていたこともあり、久留米医師会、福大医学部同窓会

筑後支部でよく顔を合わせていました。いつも大塩さ

んのお姿を見つけますと真っ先にビールをつぎに行っ

たものです。

平成16年TIAで市内の聖マリア病院に入院され

ました。お見舞いに行った際「先日朝長教授がわざ

わざアンギオを診に来てくれたぞ、手術を勧められ

た。」とお聞きしました。

先生は平成19年以降、片麻痺になっても前向きで

ラガーマン精神そのもので、日々戦っておられました。

学生時代強烈な個性で部員をまとめ、こよなくラグビ

ーを愛された大塩先輩はいつまでも私の心の中に生

きています。

どうか安らかにお眠りください。

合掌

訃 報

大塩善幸先生のお別れ会
筑後支部／浅倉整形外科医院 浅 倉 敏 明（8回生）

● 訃 報 ●

正会員 木 附 久 雄先生 令和５年 6月26日 ご逝去（3回生）
正会員 吉 村 隆 宏先生 令和５年 7月16日 ご逝去（4回生）
正会員 下永吉 耕 一先生 令和３年 2月19日 ご逝去（7回生）
正会員 政 所 節 夫先生 令和５年 9月29日 ご逝去（7回生）
正会員 吉 永 陽一郎先生 令和５年10月31日 ご逝去（9回生）
正会員 今 里 栄二郎先生 令和３年 3月 1日 ご逝去（12回生）
正会員 中 川 道 元先生 令和４年 7月22日 ご逝去（34回生）
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● 訃 報 ●

大学時代の大塩先生

ラグビー部創部30周年記念誌より

集合写真：大塩さんの遺影とともに

ご長男・毅先生のご挨拶

大塩さんの同期入部の先生方（1回生）

左より二見喜太郎先生、江浦陽一先生、髙木忠博先生
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R3 決 算 内 訳R3決算予算比較R4年度決算R4年度予算科 目区分
013,787,92213,787,922繰 越 金

収

入

入会費：2,186,476 学年会費：4,748,336
年会費：26,778,567 準年会費：195,437▲3,268,81633,908,81630,640,000会 費 収 入

0250,000250,000保険ｺﾝｻﾙﾃｨﾝｸ゙広告料
預金利子424220,000雑 収 入
給与源泉徴収▲39,62779,62740,000預 り 金 収 入

000仮 入 金
▲3,288,48548,026,40744,737,922合 計
253,0803,076,9203,330,000給 与

支

出

役員旅費：475,640 評議員会：224,630
通勤旅費：171,200 その他：502,1501,026,3801,373,6202,400,000旅 費

74,648325,352400,000事 務 用 品 費
会報：2,583,313 封筒109,450 その他:108,5411,058,6962,801,3043,860,000印 刷 費
電信電話：66,686 会報：952,548 切手葉書：105,370
その他：398,872576,5241,523,4762,100,000通 信 運 搬 費

ホームページ更新料96,400303,600400,000設 備 工 事 費
パソコン、ハードディスク▲30,566270,566240,000什 器 備 品 費

総会費：1,827,925 研究奨励賞：1,931,806
在外研・修援助金：400,000 学生会員支援：2,804,375
国試対策費：676,699 支部活動費：2,330,111
大学院生への援助：720,000 M1・M5白衣贈与：1,664,100
慶弔費：1,335,010 学会寄付：1,250,000
縁結び支援費：89,540 WEBサイト：56,540
学生医学教育貢献表彰：156,600

6,141,29415,242,70621,384,000事 業 費

理事会、会長懇話会：277,223 評議員会：440,740
各種会議他：149,4311,932,606867,3942,800,000会 議 費

収入印紙10,00010,000
公 租 公 課

福岡県民税：21,000 福岡市民税：50,000071,00071,000
税理士報酬：33,000 業務用グッズ：173,770
慶弔費：330,300 その他：738,163757,7671,275,2332,033,000雑 費

給与源泉徴収税▲38,15778,15740,000預 り 金 支 出
3,000,00003,000,000引 当 金 積 立

000借 入 金 返 却
2,669,92202,669,922予 備 費
17,528,59427,209,32844,737,922合 計

▲20,817,07920,817,0790収 支 差 引

令和４年度収入支出決算

令和４年度特別会計決算
合 計刊行物積立金奨学金積立金事業積立金

115,375,04513,394,86114,706,64187,273,543前年度より繰越
4,422,5003,000,000122,5001,300,000本 年 度 増 加 額

461本年度受取利息
▲1,764,216▲513,171▲1,251,045本 年 度 減 少 額
118,033,79015,881,69014,829,14187,322,959本年度未決算額

令和４年度残金処分
残金額（収支差引額）

奨学金積立金積立
刊行物積立金積立
事業積立金積立
次年度繰越

20,817,079円
0円
0円

7,000,000円
13,787,079円

● 烏帽子会諸表 ●
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● 烏帽子会諸表 ●

令和5年度事業計画令和4年度事業報告令和4年度事業計画年 度
項 目 Ｃ－Ａ予算（Ｃ）実績（Ｂ）予算（Ａ）

23,5003,831,3503,535,8613,807,850会 報 の 発 行①
02,500,0001,827,9252,500,000総 会 の 開 催②
02,000,0002,330,1112,000,000支 部 活 動 援 助③
02,000,0001,931,8062,000,000研 究 奨 励 賞④
02,000,000400,0002,000,000在 外 研 究 援 助⑤
03,600,0002,804,7753,600,000学 生 会 員 支 援⑥
02,000,0001,664,1002,000,000白 衣 贈 与⑦
02,000,000676,6992,000,000国 試 対 策 費⑧
0230,0000230,000支 部 祝 儀 贈 与⑨
0400,0000400,000学 生 行 事 援 助⑩
01,500,0001,250,0001,500,000学 会 寄 付⑪
0300,0001,335,010300,000慶 弔 贈 与⑫
0000グ ッ ズ 作 製⑬
05,400,00012,6215,400,000会 員 名 簿 発 行⑭
00500,0000パニックマニュアル発行⑮
0000奨 学 金 貸 与⑯
0500,00089,540500,000縁 結 び⑰
030,000030,000保険コンサルティング⑱
024,00056,54024,000ホ ー ム ペ ー ジ⑲
01,200,000720,0001,200,000大 学 院 生 援 助⑳

200,000200,000156,600学生医学教育貢献者賞蔚

223,50029,715,35019,291,58829,491,850合 計

令和４年度事業報告と令和５年度事業計画

令和５年度収入支出予算
R4予算－R5予算R5年度予算摘要R5予算R4予算科目区分

▲29,15713,817,07913,787,922繰 越 金

収

入

▲300,000入会費：49,580×110人×0.80≒4,360,000 学年会費：9,797×550人×0.88≒4,740,000
年会費：9,797×3,370人×0.66≒21,700,000 準年会費：4,797×34人×0.86≒140,00030,940,00030,640,000会 費 収 入

0250,000250,000保険コンサルティング広告料
020,00020,000雑 収 入
040,00040,000預 り 金 収 入
0仮 入 金

▲329,15745,067,07944,737,922合 計
0パート1名、短期パート1名3,330,0003,330,000給 与

支

出

0役員旅費：600,000 評議員会：600,000 私大連絡会：500,000
通勤費：200,000円 その他：500,0002,400,0002,400,000旅 費

0400,000400,000事 務 用 品 費
▲100,000会報：3,300,000 封筒：500,000 その他：160,0003,960,0003,860,000印 刷 費

▲100,000電信電話：100,000 会報：1,300,000 切手葉書代：300,000
その他：500,0002,200,0002,100,000通 信 運 搬 費

0維持契約費400,000400,000設 備 工 事 費
0240,000240,000什 器 備 品 費

0

総会費：2,500,000 研究奨励賞：2,000,000
在外研修援助金：2,000,000 学生会員支援費：3,600,000
国試対策費：2,000,000 学生行事援助費：400,000
支部活動費：2,100,000 支部祝儀：230,000
M1,M5白衣贈与費：2,000,000 大学院生援助：1,200,000
慶弔費：300,000 学会寄付：1,500,000
縁結び（WEBサイトサーバー費含む）：500,000
保険コンサルティング：30,000 WEBサイトサーバー費：24,000
事業予備費：1,000,000

21,384,00021,384,000事 業 費

0理事会･会長懇話会：1,200,000 評議員会：800,000
各種委員会：300,000 その他：500,0002,800,0002,800,000会 議 費

0法人県市民税：71,000 収入印紙：10,00081,00081,000租 税 公 課

0税理士報酬：33,000 渉外費：500,000 慶弔費：500,000
その他：1,000,0002,033,0002,033,000雑 費

040,00040,000預 り 金 支 出
03,000,0003,000,000引 当 金 積 立
0借 入 金 返 却

▲129,1572,799,0792,669,922予 備 費
▲329,15745,067,07944,737,922合 計

0－－収 支 差 引
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医局長・医長名簿
（令和５年10月現在）
外来医長病棟医長医 局 長

［ 福岡大学病院 ］
茂 木 愛 浦中 島 勇 太 雲佐々木 秀 法腫瘍・血液・感染症内科
横 溝 久牟 田 芳 実 叡髙 士 祐 一内 分 泌 ・ 糖 尿 病 内 科
加 藤 悠 太 餌平 田 哲 夫杉 原 充 厩循 環 器 内 科
久 能 宣 昭 荏福 永 篤 志 運高 田 和 英 浦消 化 器 内 科
井 上 博 之濵 田 直 樹海 老 規 之呼 吸 器 内 科
氷 室 尚 子多 田 和 弘伊 藤 健 二 浦腎 臓 ･膠 原 病 内 科

多 田 和 弘血液浄化療法センター
合 馬 慎 二 姥三 嶋 崇 靖 雲藤 岡 伸 助 瓜脳 神 経 内 科
原 田 康 平畑 中 聡 仁飯 田 仁 志 荏精 神 神 経 科
吉 村 裕 太〃 （ディケア）
伊 東 和 俊 運久保田 慧 営瀬戸上 貴 資 瓜小 児 科
中 島 亮中 島 亮梶 原 正 俊消 化 器 外 科
中 島 裕 康徳 石 恵 太宮 原 聡呼吸器・乳腺内分泌・小児外科
塩 川 晃 章 云瀬 尾 哉田 中 潤整 形 外 科
立 道 早 佳前 山 徹小 柳 俊 彰形 成 外 科
田 中 秀 明河 野 大 嬰小 林 広 昌 荏脳 神 経 外 科
古 井 雅 人寺 谷 裕 充 雲林 田 好 生 欝心 臓 血 管 外 科
佐 藤 絵 美 運内 藤 玲 子清 水 裕 毅 嬰皮 膚 科
岡 部 雄郡 家 直 敬松 﨑 洋 吏 閏腎 泌 尿 器 外 科
清 島 千 尋 （産 科）井 槌 大 介 （産 科）倉 員 正 光産 婦 人 科
清 島 千 尋 （婦人科）吉 川 賢 一 嬰（婦人科）〃
川 村 朋 子上 野 智 弘 叡原 田 一 宏眼 科
前 原 宏 基 嬰打 田 義 則 叡妻 鳥 敬一郎 荏耳 鼻 咽 喉 科
肥 田 浩 亮赤 井 智 春 閏高 山 幸 久放 射 線 科
柴 田 志 保 瓜平 井 規 雅三 股 亮 介 荏麻 酔 科
喜 多 涼 介吉 野 綾瀬 戸 美 夏歯 科 口 腔 外 科

上 杉 憲 子病 理 部
髙 田 耕 平臨 床 検 査 部 ・ 輸 血 部

森 本 紳 一 営仲 村 佳 彦 閏救 命 救 急 セ ン タ ー
川 野 裕 康 営（新生児部門）総合周産期母子医療センター
小 幡 聡 （３階南病棟）〃

野 下 育 真鈴 山 裕 貴 叡坂 本 篤 彦総 合 診 療 部
東 洋 医 学 診 療 部
［ 福岡大学筑紫病院 ］

（脳神経外科）井 上 律 郎 云筑 紫 病 院（ 総 医 局 長 ）
松 岡 優 太 営高 宮 陽 介 瓜池 周 而 厩循 環 器 内 科
小 林 邦 久工 藤 忠 睦 姥阿 部 一 朗内 分 泌 ・ 糖 尿 病 内 科
吉 田 祐 士 雲木 下 義 晃串 間 尚 子呼 吸 器 内 科
八 坂 達 尚 荏武 田 輝 之 雲小 野 陽一郎 瓜消 化 器 内 科
津 川 潤津 川 潤津 川 潤脳 神 経 内 科
塩 手 仁 也 嬰藤 井 裕 子平 井 貴 彦 嬰小 児 科
東 大二郎 碓柴 田 亮 輔 瓜宮 坂 義 浩外 科
吉 田 康 浩 厩森 下 麻理奈 永吉 田 康 浩 厩呼 吸 器 ・ 乳 腺 外 科
蓑 川 創 運小 阪 英 智 叡野 村 智 洋 閏整 形 外 科
新 居 浩 平 厩坂 本 王 哉 噂井 上 律 郎 云脳 神 経 外 科
王 丸 泰 成 雲宮 島 茂 郎 鰻宮 島 茂 郎 鰻泌 尿 器 科
下 川 亜沙美森 雄二郎森 雄二郎眼 科
木 庭 忠 士佐 藤 晋 運佐 藤 晋 運耳 鼻 い ん こ う 科

山 本 良太郎 鰻放 射 線 科
松 尾 邦 浩 羽救 急 科
若 崎 るみ枝麻 酔 科
田 邉 寛 鰻病 理 部

（○内の数字は福大医学部卒業回）

● 医局長・医長名簿 ●
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偶
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偶
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偶
偶
偶
偶
偶
偶
偶
偶
偶
偶
偶
偶
偶
偶

事務局からのご連絡

●第22期会長立候補について
　来年は役員改選の年になります。
４月の評議員会にて「第22期会長の推薦」を行い総会にて決定いたします。
　つきましては、会長へ立候補される方を募集いたします。立候補者は慣例として現役員(
第21期役員)であることとしていましたが、現規約において制限についての記載がないこと
から広く卒業生である正会員の先生方に募集を呼びかけることになりました。
　　書式は問いません。お名前、卒業回、勤務先、立候補についての所信を明記し令和６年
２月末日(必着)で事務局まで郵送下さい。学内の先生方は学内便をご利用下さい。

●　教育職員人事／事務局からのご連絡／編集後記　●

今年は様々な会が、三年ぶりや四年ぶりに通常開催される様になりました。しかし、電車に乗る

とマスクをしている人としていない人が混在しており、COVID-19やインフルエンザなどに対する

個々人の感覚の違いを垣間見ることができ、“面白いな～”と眺めています。その様な中で、第42

回烏帽子会総会や新入生歓迎会などが通常通りに行われたことは喜ばしいことと考えております。

2024年5月に福岡大学病院新本館が竣工予定となっております。今会報の裏面に少しずつ完成

に向かっていく写真が掲載されております。現在の病棟で育てて頂いた者としては少し淋しい気持

ちにもなりますが、50周年を契機にさらに福岡大学病院が発展していくことを心から期待しており

ます。 広報担当理事　下地　栄壮（20回生）

33

教育職員人事（講師以上）
（○内の数字は福大医学部卒業回）［令和5.4.2～令和5.10.1］

摘　　要発令日氏　　名資　格所　属区分
5.10. 1伊　藤　建　二　浦准 教 授腎 臓 ･ 膠 原 病 内 科 学

昇 格
5.10. 1前　田　俊　樹　浦准 教 授衛 生 ･ 公 衆 衛 生 学
5.10. 1八ツ賀　秀　一准 教 授小 児 科
5.10. 1清　島　千　尋講 師（ 4-7）産 科 婦 人 科 学
5.10. 1坂　本　篤　彦講 師（ 4-7）総 合 診 療 部

会報原稿募集
会報への寄稿を募集

締め切り：春号　3月末　秋号9月末




